






要約：在英日本人妊産婦を対象に、妊娠後期から出産後 3ヶ月までの経過を観察し、出産

に関連する主な精神障害であるマタニティブルーズ、(以下ブルーズと省略する)と産後う

つ病の頻度を調査した。その結果を英国在住の英国人妊産婦の頻度と比較した。ブルーズ

の頻度は、37%で英国人の産婦に比較して低かった(英国は 50-80%)。産後うつ病の頻度は、

産後 3 ヶ月経過したところで、精神科医師が家庭訪問による面接を行った結果 12、5%で

あった。これは、英国の報告と近似していた。ただし、.自己記入式のうつ病スクリーニ

ング調査票では、英国人のうつ病の得点より低く、日本人を対象とした独自のスクリーニ

ング法の設定が必要と考えられた。また、産後うつ病の発症に関連する要因としてブルー

ズの体験、帝王切開などの分娩様式、分娩を困難と感じたこと、苦痛なライフイベントが

統計的に有意であった。海外の出産という環境で、実家からの援助も不便であるが、73%

の産婦の母親が日本から出産のための手伝いに渡英していたが、この要因は産後うつ病の

発症の軽減に影響していなかった。


